
「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会期間中の
交通量の抑制・平準化等に向けた実証事業」について
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１．「コンテナ仮置場（臨時通運デポ）の活用」実証事業について

弊社は、都内主要幹線道路の日中の交通量の抑制と、重点取組地区内の車両
運用効率の向上を目的として、「コンテナ仮置場（以下：臨時通運デポ）」を
活用した実証実験を行いました。
臨時通運デポが通過点となる配達作業について、日中の交通渋滞が予測され
る「東京貨物ターミナル駅～臨時通運デポ」間を、夜間時間帯に一次輸送し、
翌日中時間帯に臨時通運デポから配達（二次輸送）を行うことにより、一定の
効果が期待できると考えたからです。
臨時通運デポについては、複数の利用運送事業者の利用を想定し、共同で実
証事業を行いました。

※コンテナ仮置場（臨時通運デポ）作業時写真
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２－１．運用イメージと想定効果（実施事業を行わない場合）
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２－２．運用イメージと想定効果（実証事業を行った場合）
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３．実証事業の実施内容

■実施期間 ： 2020年9月5日（土）から12日（土）
※配達作業は9月8日（火）から11日の4日間

■運営企業
・日本通運㈱ 代表事業者
・日本貨物鉄道㈱ 共同申請者（東京貨物ターミナル駅における荷

役作業ほか）
・日本フレートライナー㈱ 共同申請者（東京タから通運デポまでの移送作

業ほか）
・全国通運連盟 協賛
・東京地方通運連盟 協賛
・利用運送事業者 ５社参加

■臨時通運デポ概況
・所在地 江東区（283坪）
・実施コンテナ数 12ftコンテナ27個
・運営時間 夜間移送（16時～19時）、配達（7時～16時）

■対象コンテナ：
・取扱駅 東京貨物ターミナル駅
・配達エリア 国道357線以東または以北エリア
・取扱貨物 配達貨物 ※危険品、定温指定等特殊対応貨物は対象外
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４．実証事業を行う為の課題
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•江東区周辺で、一時的に利用可能で、運用（保管・積

み降ろし）に必要な広さを備えた場所の確保

•通信設備の有無

場所 設備

•通常よりリードタイムが伸びることへの理解

顧客の協力

•同業他社の協力がどこまで得られるか

利用運送事業者間の協力



４－１．場所・設備
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外観

設備概要

倉庫名称 日本通運株式会社新砂５号倉庫（東京グランポート）

所在地／用途地域 東京都江東区新砂２丁目４番地１０号 ／ 工業専用地域

最寄駅

・ＪＲ京葉線 「潮見」駅 徒歩１２分

・ＪＲ京葉線「新木場」駅 都バス東陽町行き「新砂一丁目」下車

・東京メトロ東西線「東陽町」駅より都バス新木場循環で新砂一丁目」下車

建物
鉄骨鉄筋コンクリート造（２００９年竣工 耐震構造）

地上５階建て

建設面積 ３，６１９．２０㎡（１，０９４．１２坪）

延床面積 １５，６１４．４０㎡（４，７２０．４１坪）

設備等

○床荷重 1.5ｔ／㎡

○貨物用エレベーター ４基 （最大積載量：３．５トン／基）

○天井高 ５．５ｍ

○１階高床ホーム式

○一部倉庫内空調設備あり（置き型空調）



４－１．場所・設備
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新砂5号倉庫

東京貨物ターミナル



４－２．顧客の協力
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到着コンテナを交通量の少ない夜間に移送

実
証
事
業

【通運デポ】 江東区新砂【東京タ】 夜間移送

配達（参加通運）

配達車に積替、着顧客に配達デポで一時保管

【配達先】

コンテナ到着後、配送車にて着顧客に配達

通
常

【東京タ】 配達（参加通運） 【配達先】

リードタイムが＋１日となる為、お客様のご理解とご協力が必要



４－３．利用運送事業者間の協力
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•参加利用運送事業者（5社）の責任者から担当者まで

定めることにより実施作業の浸透を図る

実施体制

•フロー図を基に、責任者・担当者別打ち合わせ実施

意思疎通を図る為に

•実証事業を行う目的と効果を共有することにより、本

事業の重要性について認識を共有

目的意識の共有



顧客における
効果

ＢＣＰ対策

スムーズな商品の供給

利用運送事業者に
おける効果

社会的責任の完達

コンプライアンス遵守

５．「コンテナ仮置場（臨時通運デポ）の活用」のメリット
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社会的効果

東京ベイエリアゾーン
の交通渋滞の緩和

事業の円滑な運営
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